
◎
市
内
の
山
に
は
多
く
の
ク
マ
が
生
息

　

毎
年
、
市
内
の
山
沿
い
の
農
地
な
ど
で
、

ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
て
い
る

ほ
か
、
近
年
は
、
人
里
で
の
目
撃
例
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
登
山
な
ど
で
入
山
す
る
と

き
や
山
林
付
近
で
農
作
業
を
す
る
と
き
は
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
ク
マ
の
出
没
を
防
ぐ
た
め
に
は

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
ま
ず
は
ク

マ
の
出
没
を
防
ぐ
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
農
作
業
や
入
山
す
る
際
の
注
意
点

❶
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
の
出
る
も
の
で
自
分

の
存
在
を
知
ら
せ
る
。
雨
の
日
や
川
の
近
く

で
は
、
人
間
の
臭
い
や
物
音
が
伝
わ
り
に
く

い
た
め
、
特
に
大
き
な
音
を
出
す
。

❷
ク
マ
の
行
動
が
活
発
な
早
朝
や
夕
方
は
、

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
常
用
労
働
者
を
１
人

か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

特
に
注
意
す
る
。

❸
撃
退
ス
プ
レ
ー
な
ど
を
持
ち
歩
く
。

▼
ク
マ
が
出
没
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

❶
ク
マ
を
誘
引
す
る
生
ご
み
な
ど
を
適
切
に

処
理
す
る
。
野
菜
や
果
樹
な
ど
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
ク
マ
を
お
び
き
寄
せ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
草
刈
り
機
な
ど
で

使
う
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮
発
性
物
質
も
ク
マ

を
誘
引
す
る
の
で
、
保
管
場
所
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

❷
農
地
や
住
宅
周
辺
の
茂
み
や
低
木
の
刈
り

払
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
な
ど
の
野
生

動
物
は
、
体
が
丸
見
え
に
な
る
こ
と
を
嫌
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
身
が
隠
せ
る
茂
み
を
な

く
す
こ
と
で
、
出
没
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

◎
も
し
も
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
野
生
動
物
が
相
手
の
た
め
、
確
実
に
安
全

な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
、
ク
マ
に

遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
落
ち
着
い
て
、

背
を
向
け
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
を
離
れ

ま
し
ょ
う
。
大
声
を
出
し
た
り
、
走
っ
て
逃

げ
た
り
す
る
と
、
ク
マ
も
驚
い
て
襲
っ
て
く

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
グ
マ
を

見
か
け
た
ら
、
近
く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、
そ
の
場
を
す
ぐ
に
離
れ
し

ま
し
ょ
う
。

◎
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
ク
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
電
気
柵
の
設
置
が
有
効
で
す
。
市
は
、

鳥
獣
害
防
止
を
目
的
と
し
た
設
置
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
設
置
前

　
市
は
、
本
年
度
２
回
目
の
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
の
変
更（
除
外
、
用
途
変
更
）申
し

出
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

■
申
し
出
可
能
要
件　
経
済
事
情
の
変
動
そ

の
他
情
勢
の
推
移
に
よ
り
変
更
が
必
要（
緊

急
性
が
高
い
）と
認
め
ら
れ
る
も
の

■
申
し
出
期
間　
９
月
２
日
㈪
か
ら
９
月
30

日
㈪
ま
で

■
申
し
出
書
類　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
農
林
課
か
ら
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
農
政
推
進
係

（
☎
・
内
線
１
３
４
１
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

変
更
申
し
出
を
受
け
付
け

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
で
、
引
き

続
き
手
当
の
受
給
資
格
を
得
る
に
は
、
所
得

状
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
市
か
ら
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
は

所
得
状
況
届
の
提
出
必
要

に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
導
入

を
予
定
し
て
い
る
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

■
補
助
額　
電
気
柵
設
置
費
用
の
２
分
の
１

（
上
限
額
６
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
林
業
係（
☎
・

内
線
１
３
３
８
）

　
八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
実
行
委
員
会

は
８
月
25
日
㈰
、
岩
手
県
側
八
幡
平
ア
ス

ピ
ー
テ
ラ
イ
ン
を
主
会
場
に「
八
幡
平
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
大
会
」を
開
き
ま
す
。

　
開
催
に
伴
い
、
本
県
側
八
幡
平
ア
ス
ピ
ー

テ
ラ
イ
ン
は
、
交
通
規
制
に
よ
り
通
行
で
き

ま
せ
ん
。
開
催
中
は
、
八
幡
平
樹
海
ラ
イ
ン

を
迂う

か
い回
路
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
規
制
日
時　
８
月
25
日
㈰
午
前
７
時
か
ら

11
時
ま
で

■
規
制
区
間　
松
尾
八
幡
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
前
丁
字
路
か
ら
八
幡
平
山
頂
手
前
岩
手

県
側
路
側
帯
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
観
光
振
興

係（
☎
・
内
線
１
３
１
３
）

八
幡
平
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会

交
通
規
制
を
行
い
ま
す

に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
行
い

ま
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

最
低
賃
金
の
改
定
審
議
な
ど
に
使
用
さ
れ
る

重
要
な
調
査
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
基
準
日　
７
月
31
日
㈬

■
調
査
内
容　
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労

働
時
間
お
よ
び
雇
用
の
実
態

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
情
報
統
計
係

（
☎
・
内
線
１
２
４
１
）

滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た

財
産
を
公
売
し
ま
す

　
市
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え

た
下
記
の
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
買
い
受
け

を
希
望
す
る
人
は
、
必
要
事
項
を
確
認
の

上
、
公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
売
日
時　

10
月
29
日
㈫
午
前
10
時
半　

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
50
分
か
ら
10
時
20

分
ま
で

■
公
売
会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
公
売
方
法　
入
札
方
式

■
売
却
決
定　
11
月
５
日
㈫
午
前
10
時
半

■
参
加
資
格　
農
地
法
第
3
条
に
規
定
す
る

所
有
者
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
こ
と

■
参
加
に
必
要
な
物

❶
印
鑑（
個
人
の
場
合
は
参
加
者
本
人
の
印
、

法
人
の
場
合
は
代
表
者
印
）

❷
公
売
保
証
金

❸
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
を
確
認
で
き
る

も
の

❹
買
受
適
格
証
明
書（
市
農
業
委
員
会
発
行
。

本
公
売
に
お
け
る
証
明
願
い
の
申
請
期
限
は

10
月
４
日
㈮
）

❺
委
任
状（
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
に
必

要
）

■
そ
の
他

▼
公
売
前
に
滞
納
市
税
が
完
納
さ
れ
た
場
合

は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

▼
公
売
保
証
金
は
、
受
付
時
に
現
金
で
一
括

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
買
い
受
け
代
金
は
、
11
月
５
日
㈫
ま
で
に

一
括
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
市
税
滞
納
者
な
ど
公
売
参
加
が
制
限
さ
れ

た
人
は
、
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
現
地
説
明
会
は
開
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
収
納
係（
☎
・

内
線
１
１
２
９
）

■公売財産

所在・地籍
大更第２２地割２75番・田   74２平方㍍
大更第２２地割２76番・田 1,064平方㍍
※２筆一括の公売

現 況
市道大更西線に隣接した農地です。農業
振興地域農用地区域で、農地法第３条の
使用貸借権は設定されていません。

その他
買受人は、松川土地改良区の賦課金等未
納分19,615 円（７月現在）の納付義務を
負います。

見積価格 948,000 円
公売保証金  95,000 円

　

市
は
、市
立
保
育
所
で
働
く
臨
時
保
育
士

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　
保
育
士
免
許
を
有
す
る
健
康

な
人

■
応
募
方
法　
総
務
課
ま
た
は
地
域
福
祉
課

に
備
え
付
け
て
あ
る
履
歴
書
、臨
時
職
員
登

録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉

課
児
童
福
祉
係（
☎
・
内
線
１
１
０
５
）

保
育
所
で
働
き
ま
せ
ん
か

臨
時
職
員
の
保
育
士
募
集

　
盛
岡
広
域
８
市
町
は
、
弁
護
士
や
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
職
以
外
の
人
が
担
う
市
民
後

見
人
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
ぶ
盛
岡
地

域
市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
開
き
ま
す
。

■
日
時　
８
月
29
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の

毎
週
木
曜
日（
全
９
回
）午
前
10
時
か
ら
午

後
4
時
半
ま
で

■
会
場　
プ
ラ
ザ
お
で
っ
て　
ほ
か

■
費
用　
無
料

■
定
員　
60
人
程
度（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
）

■
申
込
期
限　
８
月
20
日
㈫　
※
必
着

■
申
し
込
み
方
法　
申
込
書（
宣
誓
書
含
む
）

に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
盛
岡
市
長
寿
社

会
課
へ
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
者

確
定
後
に
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

盛
岡
市
長
寿
社
会
課

（
☎
０
１
９・６
１
３・８
１
４
４
）

市
民
後
見
人
を
養
成
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す

■
提
出
期
間　
8
月
13
日
㈫
か
ら
９
月
11
日

㈬
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
児
童
福
祉

係（
☎
・
内
線
１
１
０
３
）

　
市
生
涯
学
習
推
進
本
部
と
市
は
、
市
生
涯

学
習
推
進
大
会
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
大
会

講
演
会
を
開
き
ま
す

■
日
時　
８
月
24
日
㈯
午
後
２
時
半
か
ら
4

時
ま
で

■
会
場　
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

■
演
題　
「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
ハ
ッ
ピ
ー
家
族

を
目
指
し
て
！
」～
叱
る
・
誉
め
る
を
学
ぶ
～

■
講
師　
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協

会
公
認　
高
橋
昭
三 

氏

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
課
生
涯
学
習

係（
☎
・
内
線
１
１
４
２
）
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